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地球温暖化防止活動推進員です

【特集】

ごみの分別もエコにつながります

地球温暖化防止のために
今、私たちにできること

　

地
球
温
暖
化
は
、
人
間
が
生
活
す
る
こ

と
で
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
が
主
因
と

な
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
う
ち
約
90
％
が
二
酸

化
炭
素
で
す
。
地
球
温
暖
化
の
進
行
を
止

め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
削
減
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

家
庭
で
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
際

は
、
灯
油
の
燃
焼
に
よ
り
二
酸
化
炭
素
が

排
出
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
電
化
製
品
の

使
用
で
は
二
酸
化
炭
素
は
直
接
は
排
出
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
電
気
を
供
給
し
て
い
る
火

力
発
電
所
で
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
通
勤
や
買
い
物
で
使
う
自
動

車
で
も
二
酸
化
炭
素
は
排
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
常
生
活
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
は
、
日
本
全
体
の
約
21
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

【
地
球
温
暖
化
を
止
め
る
に
は
】

【
家
庭
で
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
】

地球温暖化って何？

田中フサ子さん（飯野・麓区）
家庭のごみの減量、エコバッ
クの使用などで「資源を大切」
にを心がけています。エコを
勉強しながらエコに取り組んで
います。エコについては、工夫
と習慣づけが大事だと思います
ので、皆さんも一緒にチャレン
ジしていきませんか。

七海アイ子さん（永山区）
省エネ家計簿をつけています。
毎月の電気・ガス・水道などの
請求書などの数値を記入し、そ
の月の二酸化炭素排出量が計算
できます。その月、二酸化炭素
排出量が多いと感じた時は、コ
ンセントをこまめに抜いたりし
て工夫しています。

西原美穂子さん（上上江区）
料理で出る生ごみなどで肥料を
作り家庭菜園で利用していま
す。また、廃油などを利用し、
石けんなどを作り活用していま
す。エコは、一人ひとりの心が
けでできますので、皆さんも、
ぜひチャレンジしてみてくださ
い。

吉川美子さん（えびの市農協）
職場では、昼休みに消灯を行う
などエコを実践しています。ま
た、JA 女性部では、環境に優
しい洗剤、ごみを少なくする商
品の共同購入、マイはし・マイ
皿の持参等を心がけています。
今後は、職場と地域にエコの輪
を広げていこうと思います。

　地球温暖化は、大気中の二酸化炭素など温室効果ガスの大気中濃
度が増加し、これに伴って太陽からの日射や地表面から放射する熱
の一部がバランスを超えて温室効果ガスに吸収されることにより地
表面の温度が上昇する現象です。

　

最
近
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
「
エ
コ
」
と
耳

に
す
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
エ
コ
」
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
（ecology

）

か
ら
き
て
い
ま
す
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
は
生

態
学
と
い
う
意
味
で
、
自
然
環
境
を
保
護

し
、
人
間
の
生
活
と
の
共
存
を
目
指
す
と

い
う
考
え
方
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に
は
現
在
の
生

活
環
境
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

省
エ
ネ
な
ど
日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
気

遣
い
が
積
み
重
な
れ
ば
二
酸
化
炭
素
の
大

き
な
削
減
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
み
ん
な

が
実
践
す
れ
ば
効
果
も
絶
大
で
す
。

　

例
え
ば
、
上
の
写
真
の
よ
う
に
、
ご
み

の
分
別
も
エ
コ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私
た

ち
が
何
気
に
生
活
し
て
い
る
中
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
エ
コ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
、

か
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
か
ら

で
き
る
こ
と
を
行
動
に
移
す
こ
と
が
地
球

温
暖
化
防
止
の
第
一
歩
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
私
た
ち
の
身
の
回

り
で
今
か
ら
で
き
る
「
エ
コ
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

【
身
の
回
り
か
ら
始
め
る
エ
コ
】

　地域での地球温暖化の現状や地球温暖化対策に関する
知識の普及を行うため、えびの市では 4 人の方が宮崎
県知事から地球温暖化推進委員の委嘱を受けました（9
月 3 日付）。
　推進委員の家庭や職場での身近なエコについて聞いて
みました。
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❽

項　目
　　　　　　　月　分

1 か月の使用量×二酸化炭素排出係数 二酸化炭素排出量 金額

電　気 　　　　　　　　（ｷﾛﾜｯﾄ） × 0.33 ＝ 　　　　　ｷﾛｸﾞﾗﾑ 　　　　円

プロパンガス 　　　　　　　　（立方㍍） × 6.30 ＝ 　　　　　ｷﾛｸﾞﾗﾑ 　　　　円

灯　油 　　　　　　　　（ﾘｯﾄﾙ） × 2.50 ＝ 　　　　　ｷﾛｸﾞﾗﾑ 　　　　円

水　道 　　　　　　　　（立方㍍） × 0.58 ＝ 　　　　　ｷﾛｸﾞﾗﾑ 　　　　円

ガソリン〔軽油〕 　　　　　　　　（ﾘｯﾄﾙ） × 0.58 ＝ 　　　　　ｷﾛｸﾞﾗﾑ 　　　　円

合　計 　　　　　ｷﾛｸﾞﾗﾑ 　　　　円

今
か
ら
で
き
る
「
エ
コ
」

省エネ家計簿にチャレンジ
　省エネ家計簿とは、二酸化炭素の排出量を削減するために家庭で使用する電気やガス、灯油などについて
月々の使用量を記入し、二酸化炭素量の排出量をチェックするものです。
　皆さんも我が家の二酸化炭素排出量をチェックしてみませんか。

【
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
】

省エネにチャレンジ
　省エネには、いろいろあります。ここで紹介するエコは、ほんの一部に過ぎません。
工夫によりいろいろなエコができます。

冷房 28℃、暖房 20℃に

買い物はエコバックで

つけっぱなしは厳禁です

レンジでの下ごしらえ

地球にやさしいエコドライブ

1 週間のごみの量を 5 キロ減らす

　冬に部屋の中
で汗をかいたり、
夏にエアコンで
体調を崩したり
している人がい
ます。冷暖房の
設定温度を控えるだけで CO2 の
削減になります。エアコンのフィ
ルターもこまめに掃除して、機能
効率を高めると効果が上がりま
す。

　日本のレジ袋消費量は、年間約
470 億枚、1 日 1 人約 1 枚使って
　　　　　　　　いることになり
　　　　　　　　ます。家で不要
　　　　　　　　になったレジ袋
　　　　　　　　等を廃棄する際
、　　　　　　　　、CO2 を 排 出
し　　　　　　　しています。レ
　　　　　　　　ジ袋を減らせば
　　　　　　　　　CO2 は削減で
　　　　　　　　　きます。

　なにげなくテレビを見ている
時はありませんか。また、テレビ
をつけたままで家で行動していま
せんか。テレビの電源を切ること
で CO2 を削減できます。見る時
間を 1 日 1 時間短縮するだけで　
　　　　　　　　　　CO2 の削減
　　　　　　　　　　と電気代の
　　　　　　　　　　削減になり
　　　　　　　　　　ます。

　野菜の下ごしらえはガスコン
ロでなく、なるべく電子レンジを
使うようにしてください。料理時
間も短縮され、CO2 の削減にもな
ります。ガス代の節約にもなりま
す。

　ガソリンは、アイドリング時に
も消費されます。停車は中はエン
ジンを切る。やさしい発進と加減
速の少ない運転を心掛けてくださ
い。エアコンの使用を控えること
でさらに CO2
の削減になり
ます。

　1 週間のごみの量を 5 キロ減ら
すだけで CO2 の削減になります。
ごみを処分するとき CO2 を排出
しています。生ごみなどは、肥料
にするなど、工夫でごみの量を減
らせます。

❶温度調節で減らそう CO2

❹買い物とごみで減らそう CO2

❷テレビを消して減らそう CO2

❺料理で減らそう CO2

❸車の使い方で減らそう CO2

❻ごみで減らそう CO2

冬に汗、かいていませんか

必要ですかレジ袋

見てますか。そのテレビ

時間短縮にもなります

運転はやさしく

ごみ出し過ぎていませんか

１．下記計算表の四角の枠の中に
　　①「利用月」
　　②「使用量」
　　③「金額」
　　を記入しましょう。
　　※「使用量」、「金額は」、毎月の請求書・領収書で確認してください。
　
２．記入をしたら計算をしてください。その月の二酸化炭素排出量と光熱費の利用料金がわかります。

３．月々の二酸化炭素排出量や利用料金を比較することで、「二酸化炭素排出が多かった翌月は、工夫して省
　　エネに取り組む」などの目安にしてください。また、二酸化炭素排出量が少ないと利用料金も少なくな
　　るので利用料金の節約の目安にもなります。

　【記入方法】
　　電気、ガス、水道の使用量は毎月の請求書を見てください。
　　灯油、ガソリンの使用量は領収書で確認してください。
　　それぞれの使用量に二酸化炭素排出係数をかけると、1 か月の二酸化炭素排出量が計算できます。
　　※二酸化炭素排出係数とは、電気などの単位使用量当たりから排出される二酸化炭素の重さを求めるための数字です。

　

○省エネ家計簿

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に

　

地
球
温
暖
化
防
止
と
い
う
と
規
模
が
大

き
す
ぎ
て
し
ま
い
「
私
が
し
な
く
て
も
誰

か
し
て
く
れ
る
」「
普
段
の
生
活
で
何
も

支
障
が
な
い
か
ら
し
な
く
て
も
・・・
」
と
、

考
え
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
将
来
自
分
の
生
活
に
降
り
か

か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
を
人
任

せ
に
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り
組
み
で
二

酸
化
炭
素
排
出
量
は
削
減
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
の
具
体
的
な
ア

ク
シ
ョ
ン
（
行
動
）
が
必
要
で
す
。
自
分

に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
に
移
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
省
エ
ネ
家
計

簿
を
つ
け
る
と
自
宅
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　

未
来
の
地
球
の
た
め
に
も
、
今
、
一
人

ひ
と
り
の
暮
ら
し
方
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
エ
コ

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【特集】地球温暖化防止のために
今、私たちにできること

　
【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

市
民
課
生
活
環
境
係

　
　

☎
35
‐
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
８
５
・
２
８
６
）
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功績をたたえて
　平成 22年度えびの市市民表彰として、次の 5人の方が表彰されました。皆さん、地方自治、教育・芸術・文
化や福祉など、さまざまな分野で長年貢献されてきた方々です。今年度は、市制施行 40周年を記念して、団体
表彰も行いました。表彰式は、11月 28日市制施行 40周年記念式典で行われました。
　今回、表彰を受けられた皆さんをご紹介します。

❸

❷

❶

❹

❺

市史談会機関誌「えびの」

　

え
び
の
市
が
昭
和
45
年
12
月
1
日
に
市

制
を
施
行
し
て
か
ら
40
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
11
月
28
日
、
市
制
施
行
40
周
年
記
念

式
典
が
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
に
は
、
来
賓
者
や
招
待
者
、
市
民

な
ど
約
５
０
０
人
が
出
席
。
40
年
の
節
目

の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
上
江
中
学
校
2
年
生
の
星

指
果
穂
さ
ん
と
宮
路
隆
世
さ
ん
が
「
自
然

を
守
り
緑
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
…
」
と
市
民
憲
章
を
朗
読
。
村
岡
市

長
が
「
今
年
、
え
び
の
市
で
発
生
し
た

口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
で
え
び
の
市
民
の
強
い
き
ず
な
と

地
域
へ
の
誇
り
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
き
ず
な
と
誇
り
は
、
10

年
後
20
年
後
の
え
び
の
市
へ
の
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
行
政
、
市

民
一
丸
と
な
っ
て
明
る
い
え
び
の
市
を

作
っ
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

式
典
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
が
開

か
れ
、
市
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業
企
画

委
員
で
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
松
下
大
祐
さ

ん
が
、
委
員
の
紹
介
と
市
制
施
行
40
周
年

で
作
っ
た
「
み
な
ほ
」
の
紹
介
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業
企
画
委
員

は
、
行
政
と
市
民
活
動
団
体
等
で
構
成
さ

れ
、
事
業
の
企
画
立
案
な
ど
を
行
い
、
市

制
施
行
事
業
の
一
環
で
着
ぐ
る
み
の
「
み

な
ほ
」
の
作
成
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
募
し
た
40
周
年
記
念
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
採
用
さ
れ
た
山
下
順
一
郎

さ
ん
（
山
内
区
）、
真
幸
中
学
校
2
年
1

組
（
代
表
し
て
永
野
百
恵
さ
ん
）
に
賞
状

な
ど
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
！

夢
を
つ
な
い
で
40
年

え
び
の
市
市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

市制施行 40 周年記念団体表彰

えびの市史談会

【功績】市史談会は郷土の
文化財の研究や保存、歴
史学級による各地の史跡
めぐり、各種研究会や講
演会等に地道な活動を継
続。機関誌「えびの」も
第 44 号まで発刊し、文化
の振興に貢献。

教育・芸術・体育・文化部門

谷口ヒデ子さん
［えびの市原田・79 歳］

【功績】市地域婦人連絡協
議会に参画。副会長など
を歴任。会の発展に寄与
し、地域婦人会活動の普
及向上に貢献。また、市
体育指導員、市少年指導
員、明るい選挙えびの市
推進協議会委員、社会教
育委員などを務め、社会
教育に貢献。

公共福祉部門

関田玲子 　さん
［えびの市小田・79 歳］

【功績】母子相談員として、
母子世帯の福祉の向上に精
励。また、市母子寡婦父子
福祉連絡協議会会長とし
て、ひとり親家族の福祉の
向上にも貢献。

教育・芸術・体育・文化部門

山下常昌 　さん
［宮崎市潮見町・84 歳］

【功績】市の郷土芸能保護・
保存について尽力。平成
元年から市史談会に参画。
会長などを歴任され会の
発展に尽力。西川北区の
郷 土 芸 能「 鎌 と ぎ 踊 り 」
などの指導を行い、「西川
北今昔」をはじめ各種の
執筆編集にあたる。

公共福祉部門

薗田タヅ 　さん
［えびの市向江・89 歳］

【功績】小児科医・内科医
として地域医療に従事さ
れ、学校医・乳幼児健診等
に尽力。後年は、「特別養
護老人ホーム涼風園」の園
長を務め、各種委員会等で
福祉・医療施策への提言な
どを行い、社会福祉の向上
に貢献。

地方自治部門

坂本茂 　さん
［えびの市原田・83 歳］

【功績】「えびの市ひむか
づくり運動市民会議、え
びの市元気なまちづくり
市民会議」の会長として
地域振興、市自治基本条
例の制定に尽力。住民の
手による条例づくりに貢
献。また、市社会福祉協
議会会長などを歴任、福
祉部門にも貢献。

①式典開始前②市政功労者表彰へのメダルの授与
　①式辞を読み上げる市長
　②市民憲章を２人で朗読。
　　上江中学校２年宮路隆世さん、星指果穂さん
　③客席に降り、もちをまく田の神舞演者
　④飯野中学校３年２組による合唱
　⑤感動のフィナーレ

【キャッチフレーズ】
ありがとう！

夢をつないで 40 年
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の
日
で
す
。
消
毒
の
徹
底
は
家
畜

衛
生
対
策
の
基
本
で
す
。

　

口
蹄
疫
の
防
疫
活
動
中
、
ウ
イ

ル
ス
を
侵
入
さ
せ
な
い
た
め
に
、

頑
張
っ
て
い
た
あ
の
時
を
思
い
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
場
を
守
る
に
は
、
消
毒
の
徹

底
を
は
じ
め
、
飼
養
衛
生
管
理
基

準
の
遵
守
が
大
切
で
す
！

　

具
体
的
に
は
、
左
記
の
取
り
組

み
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
29
日
、
島
根
県
で
、
高
病

原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
似

患
畜
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
分
離
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
の

遺
伝
子
解
析
を
独
立
行
政
法
人
農

研
機
構
動
物
衛
生
研
究
所
に
て
実

施
し
た
結
果
、
12
月
2
日
、
当
該

ウ
イ
ル
ス
が
強
毒
タ
イ
プ
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

本
年
10
月
に
北
海
道
で
野
生
の
鴨

の
フ
ン
か
ら
分
離
さ
れ
た
ウ
イ
ル

　

韓
国
で
は
、
本
年
1
月
に
口
蹄

疫
が
発
生
し
、
6
月
に
は
い
っ
た

ん
終
息
し
た
も
の
の
、
11
月
に
再

発
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ジ
ア

周
辺
諸
国
で
は
、
依
然
と
し
て
口

蹄
疫
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
引

き
続
き
、
飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底

や
早
期
発
見
の
た
め
の
監
視
の
強

化
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

毎
月
20
日
は
、
県
内
一
斉
消
毒

畜舎の消毒

・出荷後、敷料を除去した空の畜舎
などを、動力噴霧機により、洗浄・
消毒を行います。動噴がない場合は、
消毒薬をジョウロなどで散布しま
しょう。

消石灰散布 ・車両が入ってくる農場入口に、全
体的に白くなるように散布します。

踏み込み消毒槽の点検

・畜舎入り口の踏み込み消毒槽を点
検し、消毒薬を確認しましょう。

・踏み込み消毒槽は必ず設置するよ
うにし、消毒薬が汚れたらすぐに取
り替えるようにします。

畜舎周囲の清掃

・畜舎周囲の除草や草刈り等を含め
た環境の整備に努めましょう。

・畜舎消毒や踏み込み消毒槽の点検
は消毒の日に限らず、随時行うこと
が大切です。

●防疫方法

ス
と
極
め
て
近
縁
で
あ
る
こ
と
も

判
明
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
周
辺
諸
国
で
は
、
依
然

と
し
て
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
畜
産

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
引
き
続
き
、

飼
養
衛
生
管
理
の
徹
底
や
早
期
発

見
に
万
全
を
期
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

人・車両の立入
制限

・部外者の立入を制限すること。入場させる
場合には、日時や氏名等を記録をするとと
もに、専用長靴や専用服への着替えを実施
すること。

消毒の徹底 ・畜舎周囲や農場出入口での部外者並びに車
両の消毒を確実に実施すること。

野鳥等野生生物
の侵入防止

・防鳥ネットの整備等により野鳥の畜舎への
侵入を防止する。

・防鳥ネットに破れがないかなど野鳥等の侵
入防止対策を点検する。

畜舎周囲の清掃

・畜舎周囲の除草や草刈り等を含めた環境の
整備に努めましょう。

・畜舎消毒や踏み込み消毒槽の点検は消毒の
日に限らず、随時行うことが大切です。

・畜舎周囲に穀類等のエサや生ごみ等の野生
生物を誘引するものを置かず、清潔を保つ。

疾病の早期発見
早期通報の徹底

・家畜の健康観察を徹底し、異常家畜を見つ
けたら、直ちに獣医師または最寄りの家畜
保健衛生所に通報してください。

●防疫方法

徹底しよう家畜衛生対策
毎月 20 日は県内一斉消毒の日です

未
然
に
防
ご
う
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫

防
ご
う
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

【お問い合わせ先】
市役所畜産農林課畜産振興室
☎ 35-1111（内線 222）

宮崎県農政水産部 畜産課 衛生防疫担当
☎ 0985-26-7139

図
書
館
の
情
報
流
出
に
つ
い
て

深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す

　

市
民
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
の
個
人
情
報
流
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、図
書
館
利
用
者
を
は
じ
め
、

多
く
の
皆
様
に
、
ご
心
配
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
心
よ
り

深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
流
出
発

覚
後
、
流
出
情
報
の
範
囲
、
流
出

先
の
特
定
、
原
因
等
の
内
部
調
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

第
3
者
の
専
門
セ
キ
ュ
リ
テ
イ
業

者
に
よ
る
調
査
も
行
い
ま
し
た
。

調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
流
出
し
た
個
人
情
報

・
え
び
の
市
民
図
書
館
の
個
人

情
報
流
出
件
数
３
６
２
２
件

（
２
７
６
１
人
）

・
え
び
の
市
民
図
書
館
以
外
の

図
書
館
の
個
人
情
報
流
出
件
数

２
５
１
件
（
２
２
４
人
）

■
流
出
の
原
因

①
市
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
保
守

委
託
業
者
が
、
図
書
館
の
蔵
書
検

索
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
バ
上

テ
ム
ズ
株
式
会
社
製
の
図
書
館
シ

ス
テ
ム
に
、
他
の
自
治
体
（
愛
知

県
岡
崎
市
、
東
京
都
中
野
区
）
の

個
人
情
報
等
が
混
入
し
て
い
た
。

■
情
報
の
流
出
先

　

調
査
の
結
果
、
情
報
が
直
接
流

出
し
た
先
は
、
1
件
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
す
。
情
報
を
入

手
さ
れ
た
方
と
は
、
す
で
に
連
絡

が
と
れ
て
お
り
、
第
3
者
へ
デ
ー

タ
を
譲
渡
し
な
い
こ
と
を
確
約
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
、
デ
ー

タ
の
消
去
を
依
頼
す
る
予
定
で

す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
以

上
情
報
が
出
回
ら
な
い
よ
う
に
万

全
を
尽
く
し
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
、
市
民
図
書
館

で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
２
度

と
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
個
人
情
報

の
保
護
、
委
託
先
管
理
に
強
化
し

た
体
制
で
取
り
組
み
ま
す
。
誠
に

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

え
び
の
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課

☎
35
‐
２
２
６
８　

に
、
置
い
て
は
な
ら
な

い
個
人
情
報
等
を
置
い

て
い
た
。

②
委
託
業
者
が
蔵
書
検

索
シ
ス
テ
ム
構
築
時

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
バ
に
対
し
、
特
定

の
手
順
を
踏
む
こ
と

で
、
不
特
定
多
数
の
者

が
デ
ー
タ
に
接
触
で
き

る
設
定
に
し
て
い
た
。

③
え
び
の
市
に
納
品
さ

れ
た
三
菱
電
機
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集

■
年
末
特
別
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
12
月
29
日
（
水
）

　
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
と
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
を
市

内
全
域
収
集
し
ま
す
。

▼
12
月
30
日
（
木
）

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」と「
空
き
缶
・

空
き
び
ん
」
を
市
内
全
域
収
集
し

ま
す
。

※
当
日
の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に

地
区
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、資
源
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ご

み
は
、
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
年
始
の
ご
み
収
集

　

1
月
4
日
（
火
）
か
ら
、
通
常

ど
お
り
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

■
年
末
年
始
の
美
化
セ
ン
タ
ー
受

け
入
れ

　

年
末
年
始
の
美
化
セ
ン
タ
ー
の

受
け
入
れ
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
年
末
は
、
12
月
30
日
（
木
）
の

午
前
中
ま
で
で
す
。

▼
年
始
は
、
1
月
4
日
（
火
）
か

ら
に
な
り
ま
す
。

※
年
末
は
利
用
者
が
大
変
多
く
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
の
指
定

袋
に
し
っ
か
り
と
分
別
を
し
て
、

種
類
ご
と
に
寄
せ
て
、
余
裕
を

持
っ
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
末
の
し
尿
く
み
取
り

　

し
尿
の
く
み
取
り
は
、
12
月
29

日
（
水
）
ま
で
で
す
。
許
可
業
者

に
く
み
取
り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

（
許
可
業
者
）
小
林
衛
生
公
社　

☎
23
‐
２
４
２
９

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

え
び
の
市
美
化
セ
ン
タ
ー
（
環
境

業
務
課
）

☎
33
‐
５
７
８
２

燃やせな
いゴミ

燃やせる
ゴミ
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調印を結ぶ市長と宮崎県エルピーガス協会えびの支部長

社会福祉の増進に尽力します 民生委員児童委員委嘱状交付式市税の滞納整理を強化します 自動車差押用タイヤロック装置購入

ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
は
報

酬
は
な
く
、
活
動
に
必
要
な
交

通
費
等
以
外
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
し
ま
す
。
任
期
は
3
年

で
す
。

　

同
委
員
は
、
地
域
に
住
ん
で

い
る
方
の
福
祉
に
関
す
る
問
題

や
要
望
を
調
査
す
る
相
談
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

生
活
に
困
っ
た
人
や
高
齢

者
・
障
害
者
・
児
童
・
生
徒
・

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の
方
か
ら

相
談
を
受
け
、
そ
の
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
そ

の
任
務
を
委
嘱
さ
れ
、
一
定
の

担
当
地
区
を
持
ち
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
が

兼
ね
て
お
り
、
担
当
地
区
を
持

つ
児
童
委
員
と
、
担
当
区
域
を

持
た
ず
に
児
童
問
題
を
専
門
的

に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が

い
ま
す
。

　

12
月
1
日
、
57
人
の
民
生
委

員
児
童
委
員
と
4
人
の
主
任
児

童
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ

　

し
か
し
、相
談
に
よ
っ
て
は
、

そ
の
場
で
解
決
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
は
、
専

門
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
、
解

決
に
向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
尊
重

し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
新
た
に
委
嘱
を
受
け

た
民
生
委
員
児
童
委
員
を
紹
介

し
ま
す
。（
左
表
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
福
祉
事
務
所
福
祉
係

（
内
線
２
６
１
）

LP ガスを災害時に供給します 災害時における LP ガス供給活動調印式

集
中
豪
雨
、
台
風
等
い
つ
発
生

す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害

に
対
す
る
備
え
を
整
え
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
万
が
一
、

災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
は
有

効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

同
協
会
え
び
の
支
部
長
原
口

陽
一
さ
ん
は
「
過
去
の
災
害
時

な
ど
、
積
極
的
に
協
力
し
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
正
式
な
協
定

に
よ
り
行
政
と
力
を
合
わ
せ
、

災
害
時
の
早
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

復
旧
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市
は
、「
災
害
時
に
お
け
る

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
活
動
等

に
関
す
る
協
定
」を
11
月
10
日
、

社
団
法
人
宮
崎
県
エ
ル
ピ
ー
ガ

ス
協
会
え
び
の
支
部
と
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
、
風
水

害
等
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
避
難
所
や
地
域
で
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
等
を
必
要
と
す
る
場
所
に
、

炊
き
出
し
や
暖
房
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

の
供
給
や
必
要
な
資
材
や
器
具

類
等
の
提
供
を
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

協
定
に
あ
た
り
市
長
は
「
全

国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
大
雨
や

委嘱状の交付を受ける民生委員児童委員協議会会長川野貞夫さん

　

支
払
い
能
力
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
納
付
が
な
い
場
合

は
、
法
律
の
定
め
に
よ
り
滞
納

さ
れ
た
方
の
財
産
（
給
与
・
不

動
産
・
預
貯
金
・
そ
の
他
）
を

差
し
押
さ
え
、換
価
（
公
売
等
）

す
る
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

税
務
課
収
納
対
策
室
で
は
、

今
年
度
、
徴
収
強
化
の
一
環
と

し
て
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
装
置
を

購
入
し
ま
し
た
。
今
後
、
装
置

を
活
用
し
た
自
動
車
の
差
し
押

さ
え
を
行
い
ま
す
。

　

納
税
は
、国
民
の
義
務
で
す
。

市
税
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課
収
納
対
策
室
で
は
、

納
期
内
に
市
税
を
納
付

し
て
い
る
大
多
数
の
納
税
者
と

の
公
平
を
保
つ
た
め
、
滞
納
者

に
対
し
て
の
滞
納
整
理
（
差
押

等
）
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

市
税
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど

に
使
わ
れ
る
非
常
に
貴
重
な
自

主
財
源
で
す
。

　

市
税
の
滞
納
は
、
こ
の
よ
う

な
財
源
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
滞
納
整
理
に

は
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
市
に
と
っ
て
大
き
な
損
失

と
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は
市

民
全
体
の
不
利
益
と
な
り
ま

す
。

タイヤロック装置使用例

担当区 氏名 担当区 氏名

堀浦 川野記代 西上江・中上江 園田軍志

上大河平 溝口順昭 上上江 松元勝子

下大河平 畑田蓉子 上上江 時吉楠男

下大河平 川野貞夫 駅前 森山エミ子

杉水流・五日市 外赤純子 駅前 瀨戸崎惠子 

東原田 伊地知みどり 上原田 伊地知興子

麓 坂元眞 中原田 今村守

麓 濱田喜八郎 南原田 武田クミ子

町・片馬場 上原勝己 南原田 齊藤克子

町 山本みどり 田代 上野憲昭

前田・坂元 濱脇千秋 出水 田中律子

苧畑・高野 吹上廣美 末永 永前久美子

大明司・山内 黒木イツ子 白鳥 坪倉俊夫

池島・今西 福満悦子

【飯野地区】

担当区 氏名 担当区 氏名

松原・麓 山内勇 大溝原・灰塚 前田寛道

前松原 佐藤以津子 永山 山口政徳

中島 高野清廣 湯田 菅野嘉雄

中島 山本靖子 東川北 山下良政

西郷 園田    求 榎田・牧ノ原 榎園賢二

栗下 上谷川則男 東長江浦上・下 吉村 重徳

西長江浦上・下 栗下軍治 尾八重野 稲泉真理子

【加久藤地区】

担当区 氏名 担当区 氏名

水流 鬼塚サヨ 京町 宮崎久子

南・北昌明司 野田幸一 京町 大城戸光子

東・中内竪 弓場岩男 上向江・下浦 佐尾連

西内竪 赤塚一廣 中浦 下原武助

溝ノ口・北岡松 下原逸男 上浦 田畑ミエ子

南岡松 川路守 上島内 徳持須磨子

柳水流・亀沢 境田弘子 下島内 福元繼義

京町 徳澄凉子 西川北 黒木道博

【真幸地区】

担当区 氏名 担当区 氏名

飯野校区 山内節子 加久藤校区 森田郷子

上江校区 山本ハヤ子 真幸校区 藤崎典子

【主任児童委員】
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News　&　Topics◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

味以外の見た目、臭い等を吟味する五つ星マイスター藤木明さん

熊本で京町温泉を PR 鼓笛隊セットのプレゼント京町温泉旅館組合が PR 活動 幼年消防用活動資器材を整備

今年のおいしいお米№ 1 は的場さん 第 6 回えびの市米・食味コンクール

生
産
者
や
農
業
関
係
者
、
五
つ

星
マ
イ
ス
タ
ー
の
藤
木
明
さ

ん
、
消
費
者
な
ど
80
人
の
審
査

員
に
よ
り
米
の
外
観
、
香
り
、

味
な
ど
が
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
今
年
の
最
優

秀
賞
は
、
的
場
恒
夫
さ
ん
（
西

長
江
浦
区
）
が
生
産
し
た
米
で

し
た
。

　

的
場
さ
ん
は
「
す
ば
ら
し
い

賞
を
い
た
だ
き
大
変
驚
い
て
い

ま
す
。
水
管
理
や
土
壌
管
理
を

工
夫
し
た
の
が
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

第
6
回
え
び
の
市
米
・
食

味
コ
ン
ク
ー
ル
が
、
11

月
20
日
、
え
び
の
市
農
業
協
同

組
合
本
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
味
と
品
質
の
良
さ

が
県
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
き

て
い
る
え
び
の
産
「
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
」
を
、
さ
ら
に
全
国
に
通
用

す
る
も
の
に
し
よ
う
と
毎
年
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
過
去
最
高
の
３
４

２
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ま
ず
、
食

味
計
・
審
査
員
に
よ
る
予
備
審

査
が
行
わ
れ
、
３
４
２
点
か
ら

5
点
に
選
抜
さ
れ
ま
す
。

　

選
抜
さ
れ
た
5
点
の
米
は
、

で
、
熊
本
県
民
テ
レ
ビ
に
生
出

演
。
市
制
施
行
40
周
年
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
み

な
ほ
」
も
登
場
し
、
京
町
温
泉

や
え
び
の
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま

し
た
。

　

同
組
合
の
土
器
武
敏
組
合
長

は
「
久
し
ぶ
り
に
球
磨
郡
を

回
っ
て
み
て
、『
昔
は
よ
く
京

町
温
泉
を
利
用
し
て
い
た
』
と

い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
逆
に

言
う
と
久
し
く
京
町
温
泉
を
利

用
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

過
去
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、

ま
た
来
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

会
の
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
防
災

や
防
犯
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
パ
レ
ー
ド
等
に
も
参
加

し
、
防
災
啓
発
普
及
活
動
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

贈
呈
式
で
市
長
は
「
楽
し
く

練
習
し
、
早
く
う
ま
く
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
う
ま
く
な
っ
た
ら

演
奏
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

な
か
よ
し
保
育
園
の
玉
村
キ

ク
エ
園
長
は
「
新
し
い
鼓
笛
隊

セ
ッ
ト
を
も
ら
い
子
ど
も
た
ち

も
喜
ん
で
い
ま
す
。
火
の
怖
さ

や
使
い
方
な
ど
勉
強
し
な
が
ら

大
切
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す

」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

京
町
温
泉
旅
館
組
合
と
え

び
の
市
観
光
協
会
が
、

12
月
6
日
、
熊
本
県
球
磨
郡
や

熊
本
市
で
、
京
町
温
泉
や
え
び

の
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

午
前
中
は
、
球
磨
郡
錦
町
や

相
良
村
な
ど
、
６
つ
の
役
場
を

訪
問
。
組
合
員
は
「
京
町
温
泉

は
泉
質
も
大
変
良
く
、
ま
た
、

３
月
31
日
ま
で
鍋
ま
つ
り
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
温
泉
と
お
い

し
い
鍋
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
、
京
町
温
泉
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
熊
本
市

鼓
笛
隊
セ
ッ
ト
が
、、
11
月

24
日
、
な
か
よ
し
保
育

園
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
財
団
法
人
日
本
防

火
協
会
の
民
間
防
火
組
織
等
の

育
成
強
化
を
目
的
と
し
た
防

火
・
防
災
普
及
啓
発
推
進
事
業

の
助
成
（
宝
く
じ
助
成
）
を
受

け
、
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

贈
ら
れ
た
の
は
、
バ
ト
ン
、

マ
ー
チ
ン
ン
グ
キ
ー
ボ
ー
ド
、

ベ
ス
ト
、ベ
レ
ー
帽
な
ど
で
す
。

　

今
回
、
鼓
笛
隊
の
楽
器
等
を

整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
内

5
か
所
す
べ
て
の
保
育
園
に
鼓

笛
隊
セ
ッ
ト
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
保
育
園
の
運
動
会
や
発
表

熊本市内での京町温泉やえびの市の PR 活動 寄贈の鼓笛セットを身につけた子どもたちと市長

◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

飯野中学校家庭教育学級長　　

林小百合さん

布草履の製作に挑む学級生

　

飯
野
中
学
校
は
、
生
徒
数

２
５
０
人
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
戸
数
は

２
２
４
戸
で
、
市
内
で
は
最
も
大

き
な
中
学
校
で
す
。

　

し
か
し
、
家
庭
教
育
学
級
は
毎

回
20
数
人
程
度
の
参
加
者
で
、
あ

ま
り
多
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
各
学
級
（
9
学
級
）
に
2

人
ず
つ
家
庭
教
育
学
級
生
を
割
り

当
て
て
い
ま
す
。

　

家
庭
教
育
学
級
を
開
設
す
る
時

は
、全
保
護
者
に
案
内
し
ま
す
が
、

毎
回
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
教
育
学
級

生
の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
学
級
生

の
連
帯
意
識
が
強
く
、
い
つ
も
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中

で
、楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
口
蹄
疫
に
よ
る
防

疫
関
係
の
た
め
、
本
格
的
な
活
動

が
９
月
か
ら
に
な
り
ま
し
た
。
活

動
は
遅
れ
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で

「
親
育
て
講
座
」（
飯
野
小
中
合
同
）

や
「
布
草
履
の
創
作
活
動
」、「
人

権
学
習
」（
講
師
＝
市
人
権
啓
発

室
盛
永
室
長
）
を
行
い
ま
し
た
。

ど
の
講
座
も
充
実
し
た
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、12
月
末
に
料
理
教
室
、

２
月
に
本
年
度
の
反
省
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

交
流
を
深
め
な
が
ら
、
個
々
の
家

庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め
、
皆
さ

ん
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」
と
言
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（サトイモの揚げ煮）

vol.32

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
え
び
の
市
食
生
活
改

善
推
進
員
で
つ
く
っ
た「
サ
ト
イ
モ
の
揚
げ
煮
」

で
す
。

　

サ
ト
イ
モ
は
で
ん
ぷ
ん
を
主
成
分
と
し
、
低

カ
ロ
リ
ー
で
食
物
繊
維
も
豊
富
で
す
。
独
特
の

ぬ
め
り
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ム
チ
ン
、

ガ
ラ
ク
タ
ン
と
い
う
成
分
に
よ
る
も
の
で
す
。

ム
チ
ン
に
は
消
化
促
進
、
ガ
ラ
ク
タ
ン
に
は
、

免
疫
力
向
上
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
サ
ト
イ
モ
を
皮
ご
と

煮
る
こ
と
で
す
。

【紹介者】　えびの市食生活改善推進員

稲泉真理子さん　永吉正子さん　上谷川スミ子さん

今年の消防出初式

日　時 平成 23年１月 9日（日）
午前８時 50分～（※一斉放水は午前 10 時 30 分ごろ）

会　場 湯田橋下流河川敷
（グリーンパークえびの前）

内　容 分列行進、機械器具点検、団員による一斉放水、
防災ヘリとバイク隊による山岳遭難救出訓練など。

広報えびの　1415　ebino　city　public　relations.　2010.12

レ シ ピ

　
　
　
　
　
　
え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

r e c i p e

【材料】（4 人分）
サトイモ（小さいもの）・・・・　200 ㌘
片栗粉・・・・・・・・・・・・　適宜
揚げ油・・・・・・・・・・・・　適宜
Ａ：薄口しょうゆ（1/4 カップ）、砂糖（大
さじ 3）、みりん（大さじ 1/2）、酒（大
さじ 1/2）

【作り方】
❶サトイモは皮のまま水から一緒に茹
で、煮えたら皮をむく。

❷❶のサトイモに片栗粉をまぶしてき
つね色になるまで油で揚げる。

❸Ａの調味料を混ぜ、火にかけて沸騰
させ、火を止める。

❹❸で作った調味料に❷のイモを入れ
混ぜる。

消
防
出
初
式

写
真
／
２
０
１
０
出
初
式
。
消
防
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino
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人
広報えびの　16

vol.69◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

3 年がかりで花を植え込み育てた場所

　

西
川
北
地
区
で
は
、
自
治
公
民

館
、
高
齢
者
、
女
性
部
、
子
ど
も

育
成
会
、
消
防
団
が
そ
れ
ぞ
れ
連

携
を
と
り
な
が
ら
活
発
に
公
民
館

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
公
民
館
の
主
な
活
動
と
し

て
は
、
4
か
所
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
や
見
回
り
、
道
路

の
草
刈
り
、牛
越
祭
り
な
ど
で
す
。

　

高
齢
者
は
、
道
路
美
化
や
菅
原

神
社
の
清
掃
。
女
性
部
は
、
毎
月

の
い
き
い
き
支
え
合
い
事
業
や
菜

園
教
室
。
育
成
会
は
、
郷
土
芸
能

みんなが参加する
活動をとおして

（西川北自治公民館）

「
鏡
と
ぎ
踊
り
」
の
継
承
。
地
域

の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
る
消
防
団

活
動
な
ど
各
部
会
が
活
発
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

西
川
北
地
区
に
は
、
こ
う
し
た

地
区
民
み
ん
な
が
で
き
る
形
で
参

加
す
る
互
助
精
神
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
そ
ん
な
西
川
北
区
が
一
番

だ
と
自
画
自
賛
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
、
西
川
北
地
区
も
高
齢

化
率
は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
高

齢
者
の
1
人
暮
ら
し
の
安
全
を
ど

う
見
守
り
対
処
し
て
行
く
か
が
今

後
の
課
題
で
す
。

　

最
後
に
、
西
川
北
区
の
環
境
美

化
推
進
運
動
の
1
つ
と
し
て
、
地

区
民
の
み
ん
な
が
3
年
が
か
り
で

花
を
植
え
込
み
育
て
た
場
所
が
あ

り
ま
す
。9
月
に
は
、沿
道
に
い
っ

ぱ
い
の
彼
岸
花
が
開
花
。
11
月
に

は
、
菊
の
花
が
咲
き
ま
す
。
西
川

北
区
を
通
る
と
き
に
は
、
た
く
さ

ん
の
花
が
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
、
出

迎
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
小
林
市
の
「
出
の

山
公
園
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

出
の
山
公
園
は
、
霧
島
連
山

の
湧ゆ

う
す
い水

郡
の
一
つ
で
、
一
日
あ

た
り
の
湧
水
量
は
お
よ
そ
8
万

立
方
㍍
（
毎
秒
１
㌧
）
豊
富
で

水
質
も
よ
く
、
古
く
か
ら
農
業

用
水
や
水
道
水
の
ほ
か
、
養
殖

漁
業
に
活
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
コ
イ
の
養
殖
は
盛

ん
で
、
お
い
し
い
コ
イ
料
理
が

食
べ
ら
れ
る
観
光
地
と
し
て
、

県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ

ま
す
。

　

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

に
は
、環
境
庁
の
「
名
水
百
選
」

に
選
定
さ
れ
、
今
で
も
小
林
市

に
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
せ
て

い
ま
す
。

　

出
の
山
か
ら
の
湧
水
に
は
、

貝
類
の
シ
ジ
ミ
や
カ
ワ
ニ
ナ
が

多
く
生
息
し
、
そ
れ
を
餌
と
す

る
ホ
タ
ル
の
生
息
に
最
適
な
環

境
が
あ
り
ま
す
。
5
月
～
6
月

の
夕
闇
に
ホ
タ
ル
の
淡
い
光
が

乱
舞
す
る
幻
想
的
な
世
界
は
、

小
林
市
の
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　

し
か
し
、
相
次
ぐ
自
然
災
害

や
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て

数
は
激
減
す
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
こ
で
小
林
市
で
は
、

平
成
4
年
に
「
出
の
山
公
園
蛍

保
護
条
例
」
を
制
定
し
保
護
に

努
め
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
の
数

は
年
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
り
、

豊
か
な
自
然
を
守
る
こ
と
の
難

し
さ
と
大
切
さ
を
感
じ
な
が

ら
、
環
境
保
全
に
市
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
小
林
市
総
務
部
総
合
政
策
課

☎
23
‐
０
４
５
６

▼
豊
か
な
湧
水

▼
出
の
山
の
ホ
タ
ル

西川北
自治公民館長
黒木道博さん

男女共同参画について話す佐藤さん

小林市を潤す出の山の湧水

出の山のホタルの乱舞
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

佐藤以津子さん

　
「
男
女
共
同
参
画
を
も
っ
と
学

び
た
い
と
い
う
み
ん
な
の
気
持
ち

が
一
つ
に
な
っ
た
時
、
み
ん
な
で

結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
」
と
話

す
の
は
、
き
さ
ら
ぎ
会
代
表
佐
藤

以
津
子
さ
ん
（
前
松
原
区
・
平
成

22
年
度
代
表
）
で
す
。

　

き
さ
ら
ぎ
会
は
、
え
び
の
市
が

実
施
し
た
「
平
成
17
年
度
男
女
共

同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し
た

受
講
生
が
、
引
き
続
き
男
女
共
同

参
画
を
学
習
し
た
い
と
い
う
共
通

の
思
い
か
ら
、
平
成
18
年
2
月
に

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
毎
月
1
回
定
例
会
を
行
い
、

内
閣
府
や
市
か
ら
の
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
情
報
、
関
係
法
、
会
員
が
持

ち
寄
っ
た
新
聞
の
切
り
抜
き
等
を

使
い
な
が
ら
楽
し
く
勉
強
し
て
い

ま
す
」

　

佐
藤
さ
ん
は
「
虐
待
を
す
る
人

も
、
い
じ
め
を
す
る
人
も
そ
ん
な

つ
も
り
が
な
く
て
も
、
そ
れ
を
虐

待
、
い
じ
め
と
感
じ
る
の
は
受
け

手
で
す
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
認
め
あ
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
ま

す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
を
進
め
て
い

く
上
で
気
を
つ
け
て
る
こ
と
は
、

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
で

す
。
本
当
は
自
分
ら
し
く
生
き
た

い
け
ど
な
か
な
か
で
き
な
い
の
が

現
状
で
す
。
で
も
、
自
分
ら
し
い

生
き
方
を
し
な
が
ら
周
り
と
協
調

し
、
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
っ
て

学びたいと思う気持ちを
大切に

い
け
ば
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
」

　

き
さ
ら
ぎ
会
は
、
現
在
、
7
人

の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
11
月
17
日
、
4
年
6
カ
月
の

活
動
が
評
価
さ
れ
、
宮
崎
県
男
女

共
同
参
画
功
労
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

さとう・いつこ／ 61 歳／加久藤前松原
区／趣味は、ガーデニング（バラに囲
まれた庭作りをしています）

Itsuko　Satouそ
の
15
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12
月
4
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び

の
で
、
冬
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

来
場
者
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
約

10
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
が
点
灯
。

コ
ー
ク
館
を
中
心
と
し
た
会
場
が
青
や

白
の
幻
想
的
な
光
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平
成

23
年
1
月
10
日
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
時
間
は
午
後
5
時
30
分
か
ら
午

後
11
時
ま
で
で
す
。

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
最
終
日
に
は
、

竹
灯
籠
で
の
光
の
演
出
も
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

代表して感謝状を受け取る、5 年 2 組分田愛美さん

幻想的なイルミネーション

地区民が参加したバケツリレー

幻
想
的
な
光
の
世
界
広
が
る

春
に
は
た
く
さ
ん
の
花
を

　

11
月
26
日
、
市
内
小
中
学
校
で
「
な

つ
か
し
の
40
年
前
の
給
食
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
市
制
40
周
年
記

念
事
業
の
一
環
で
、
市
の
歴
史
、
食
の

歴
史
を
40
年
前
の
学
校
給
食
で
振
り
返

る
こ
と
を
目
的
に
4
回
行
わ
れ
ま
す
。

市
民
の
参
加
も
呼
び
か
け
、
4
回
で
約

１
２
０
人
の
市
民
が
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
給
食
を
食
べ
ま
す
。

　

こ
の
日
の
献
立
は
「
コ
ッ
ペ
パ
ン
、

脱
脂
粉
乳
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ナ
ポ
リ
タ

ン
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
」
で
し
た
。

　

給
食
を
食
べ
た
児
童
は
「
脱
脂
粉
乳

は
少
し
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、
お
い

し
か
っ
た
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
27
日
、「
が
ん
ば
ろ
う
え
び
の

花
火
大
会
」
が
川
内
川
京
町
河
川
敷
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
寒
空
の
下
、

多
く
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

例
年
7
月
に
行
わ
れ
る
京
町
温
泉
花

火
大
会
は
口
蹄
疫
の
影
響
で
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
花
火
大
会
は
口
蹄
疫

復
興
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
市
の
補
助
を

受
け
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

主
催
の
口
蹄
疫
復
興
実
行
委
員
会
で

は「
が
ん
ば
ろ
う
！
え
び
の
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、市
民
一
丸
と
な
っ
て
、

将
来
、
私
た
ち
が
心
か
ら
誇
る
こ
と
の

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
し

よ
う
と
、
こ
の
花
火
大
会
を
計
画
し
ま

し
た
。

給食を食べる市民参加者と児童

澄んだ冬空に打ち上がる花火

40
年
前
の
給
食
を
再
現

が
ん
ば
ろ
う
花
火
大
会

　

11
月
25
日
、
明
石
酒
造
株
式
会
社
社

長
明
石
秀
人
さ
ん
が
市
長
を
訪
問
。
市

制
40
周
年
を
記
念
し
て
作
っ
た
焼
酎

４
５
０
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
明
石
さ
ん
は
「
市
制

40
周
年
を
記
念
し
て
焼
酎
を
作
り
ま
し

た
。
ラ
ベ
ル
に
は
市
制
施
行
40
周
年
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
ま
す
。
市
制
40

周
年
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
市
長
は
「
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
で
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
焼
酎
は
、
40
周
年
記
念
式
典
で

各
区
長
さ
ん
を
通
じ
各
区
に
も
6
本
寄

贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

記念焼酎を渡す明石さん

市
制
40
周
年
を
記
念
し
て

　

12
月
7
日
、「
人
権
の
花
」
運
動
の

感
謝
状
の
贈
呈
式
が
加
久
藤
小
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、花
を
育
て
る
こ
と
で
、

思
い
や
り
の
心
や
命
の
大
切
さ
を
感
じ

と
っ
て
も
ら
う
事
を
目
的
に
、
同
校
で

は
6
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

都
城
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
副
会
長

の
原
口
陽
一
さ
ん
は
感
謝
状
を
、
宮
崎

地
方
法
務
局
都
城
支
局
長
の
竹
原
一
郎

さ
ん
が
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
校
の
6
年
2
組
宮
田
彩
香
さ
ん
が

「
花
づ
く
り
は
意
外
に
難
し
か
っ
た
で

す
。
3
月
の
卒
業
式
ま
で
に
は
た
く
さ

ん
の
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
ま
す
」
と
お

礼
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

11
月
20
日
、
21
日
の
2
日
間
、
え
び

の
市
文
化
セ
ン
タ
ー
文
化
の
杜
周
辺
を

会
場
に
第
24
回
田
の
神
さ
あ
の
里
産
業

文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
の
部
で
は
、
会
場
の
文
化
セ
ン

タ
ー
に
、
園
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
写

真
や
絵
画
、
手
芸
品
な
ど
約
２
０
０
０

点
の
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
外
で
は
、
子
ど
も

ふ
れ
あ
い
講
座
、
総
合
健
康
相
談
、
木

づ
か
い
広
場
（
木
製
イ
ス
の
製
作
）
や

有
害
鳥
獣
駆
除
で
捕
獲
し
た
鹿
革
製
品

の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家
族

づ
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

21
日
は
、
田
の
神
さ
あ
踊
り
大
会
と

仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。踊り終えひと段落の参加者（田の神さあ踊り大会）

ふ
る
さ
と
の
恵
み
に
感
謝

地
区
民
一
体
と
な
っ
て

　

11
月
16
日
、
上
大
河
平
自
主
防
災
会

が
、
大
河
平
小
学
校
の
校
庭
で
、
防
災

資
機
材
を
活
用
し
た
防
災
（
消
火
）
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
訓
練
は
、
自
主
防
災
組
織

の
技
術
の
向
上
と
意
識
の
向
上
の
た
め

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
同
区
民

や
地
元
消
防
団
な
ど
約
70
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

同
区
自
主
防
災
会
の
木
下
幸
夫
会
長

は
「
地
区
に
は
、
自
然
水
利
が
な
い
の

で
、
火
災
が
起
き
た
場
合
、
自
主
防
災

組
織
の
初
期
消
火
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
高
齢
化
率
も
高
い
の
で
、
訓

練
の
積
み
重
ね
で
防
災
意
識
の
向
上
を

図
れ
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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に代わって答えることができな
いなど、結果的にあなた自身が
大きな被害を受けることになり
ます。十分にご注意ください。
　詳しいことは、最寄りの税務
署までお尋ねください。
問小林税務署
☎ 23‐3126

受診しましょう。肺がん
ＣＴ検診

　CT を用いた「肺がん CT 検診」
を実施します。受診を希望され
る方は市健康保険課市民健康係
まで申し込みください。

【対象者】
　 本 年 度 内（ 平 成 23 年 3 月
31 日まで）に、40 歳以上の市
民（ただし、平成 22 年 4 月以
降に肺がん CT 検診を受診して
いない方）

【実施日】
平成 23 年 1 月 27 日（木）

【実施場所】
えびの市保健センター

【時間】午前９時～
※市健康保険課市民健康係が指

定した時間に来所してくださ
い。詳細については、申込者に
個別に別途通知します。

【料金】2,400 円
【申込締切日】
平成 23 年 1 月 7 日（金）
※定員になり次第締め切りま
す。
申・問市健康保険課市民健康係
内線 284・275　

ご利用ください。教育資金
融資制度

　市では、九州労働金庫（ろう
きん）と提携して教育資金の融
資を行っています。これは、子
どもの教育を促し、市民の生活
安定と福祉の増進に役立てるこ
とを目的としています。

【利用できる方】
・市内に居住している方で、子
どもが高校・専門学校・短大・
大学などへの入学が決定した方
または在学している方　
・市税などを滞納していない方
※融資の決定については、九州
労働金庫の審査があります。

インフルエンザに注意　　　　

11 月の活動状況 火災 0 件 年計 5 件
［えびの消防署管内］ 救急 72 件 年計 650 件

　毎年、流行期の 12 月から 3 月にかけては多くの方がイ
ンフルエンザにかかっています。
　インフルエンザとかぜは、原因となるウイルスの種類
が異なり、通常のかぜはのどや鼻に症状が現れるのに対
し、インフルエンザは急に 38 ～ 40 度の高熱が出るのが
特徴です。
　早めに予防接種を受け、うがい、手洗い、十分な栄養
を取り予防を徹底しましょう。
　また、師走に入り街中が日々慌ただしくなりました。
冬将軍の到来で暖房器具の火気を取り扱う機会も多くな
ります。「つい、うっかり」で我が家から火災を出さない
ように、火の取り扱いには十分気をつけてください。
　

11 月の交通事故 人身   13 件 年計 113 件
　発生状況 物件 25 件 年計 276 件

　県内では、11 月末で 47 件で 48 人の人が交通死亡事故
で亡くなり、その内 5 人が飲酒運転絡みの事故で亡くなっ
ています。
　死亡事故以外でも、昼夜を問わず飲酒運転の事故が発
生しています。年末、年始は特に飲酒する機会が多い時
期です。次のことに留意し、飲酒運転の根絶に努めましょ
う。
○「飲んだら乗らない、乗るなら飲まない」を徹底しましょ
う。
○「ハンドルキーパー」を決め、飲まない人が仲間を安
全に自宅まで送りましょう。
○朝、出かける際には、二日酔いでないか確認しましょう。

根絶しよう、飲酒運転

【融資金額】200 万円以内
【年利】1.8％（保証料別）

問市学校教育課
内線 412
問九州労働金庫小林支店
☎ 23‐1000

相談してみませんか。
こころの健康電話相談

　宮崎県臨床心理士会では、こ
ころの健康電話相談を下記の日
程で行います。
　家庭のこと、学校のこと、職
場のこと…誰に相談したらいい
のか…ひとりで悩んでいません
か。
　経験豊富な臨床心理士が相談
に応じます。相談は無料です。

【相談日】
平成 23 年 1 月 30 日（日）
※ 1 日限り

【相談時間】
午前 9 時～午後 5 時

【相談電話】
☎ 080‐3908‐3401
☎ 080‐3909‐3402

等）が、鳥小屋に入れないよう
にする。
③給水用の水は原則、水道水と
し、池・湖の水等を利用する場
合は殺菌消毒する。
④鳥小屋の出入り口に踏込み消
毒槽を設置する。
○高病原性鳥インフルエンザの
症状
・死亡率の上昇（続けて死亡す
る）
・元気消失、神経症状、顔・と
さか・足の腫れおよび皮下出血
・呼吸器症状
・消化器症状（下痢、食欲減退等）
※異常に気づいたら、直ちに下
記までご連絡ください。
問市畜産農林課畜産振興室
内線 222
問都城家畜保健衛生所
☎ 0986‐62‐5151
問えびの市農業協同組合畜産課
☎ 33‐5747

パンフレットを作成
男女共同参画推進条例

　「えびの市男女共同参画推進
条例」のパンフレットは、本庁・
各出張所・文化センター・図書
館・各地区公民館に置いてあり
ますので、ご覧ください。
問企画課振興係
内線 325

「にせ税理士」にご注意を

　所得税、消費税、地方消費税
の確定申告時期になりました。
　理士の資格のない人（いわゆ
る「にせ税理士」）が、税務代
理や税務書類の作成、税務相談
をすることは、税理士法で固く
禁じられています。
　また、「にせ税理士」は、法
律に違反するだけではなく、税
務署からの問い合わせや調査を
受けることになっても、あなた

農業員会委員選挙人名簿の
登録をお願いします

　農業委員会委員選挙人名簿
は、毎年 1 月 1 日現在の状況
を有権者が申請し、農業委員会
での審査を経て、選挙管理委員
会で作成します。
　平成 23 年度は、農業委員会
委員選挙が行われる年です。選
挙時は、選挙人名簿に登録され
ないと投票ができません。
　申請書は農業委員会の管理す
る農家台帳に登録されている世
帯主あてに 12 月中に郵送され
ますので、選挙人名簿登録を申
請される方は、平成 23 年 1 月
11 日（火）（※提出期限厳守）
までに、申請書を同封の封筒に
入れて下記のいずれかの方法で
提出してください。
①区長または分区長へ提出　
②申請者が直接、農業委員会事
務局または最寄りの出張所へ提
出
③申請者による郵送
※ 80 円切手を必ずはり付けて
ください。

【注意】申請されても登録条件
を満たされない方は、登録され
ません。
問市農業委員会事務局　
内線 251･252

医療関係従事者の皆さまへ
お願い

　全ての医師・歯科医師・薬剤
師の方または業務に従事してい
る保健師・助産師・看護師・准

看護師・歯科衛生士・歯科技工
士の方は、２年に１度、12 月
31 日現在における氏名や住所
その他事項を届けることが関係
法規により義務付けられていま
す。
　今年度は届出の年です。所定
の届出票に記入し、住所地また
は従業地の保健所に提出してく
ださい。

【医師・歯科医師・薬剤師の方】
・就労していない人も届け出が
必要です。

【保健師・助産師・看護師・准
看護師および歯科衛生士・歯科
技工士の方】
・就労している人のみ届け出が
必要です。

【届出期間】
平成 23 年１月 4 日（火）～ 1
月 17 日（月）
※届出票がない場合には、最寄
りの保健所にお問い合わせくだ
さい。
※詳しいことについては、下記
までお問い合わせください
問小林保健所
☎ 23‐3118
問県医療薬務課
☎ 0985‐26‐7055

あなたの飼っている鳥は大
丈夫ですか

　島根県において高病原性鳥イ
ンフルエンザが発生しました。
　高病原性鳥インフルエンザの
発生を防止するために、以下の
対策をお願い致します。
○高病原性鳥インフルエンザ防
止対策
①飼っている鳥を野鳥と接触さ
せない。
・エサ箱、給水器を鳥小屋内に
設置
・鳥小屋の周り等に防鳥ネット
を設置
②野生動物（ネズミ、イタチ類

広報えびの　2021　ebino　city　public　relations.　2010.12



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

だ男 よ女 り共同 画参

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　空気が乾燥してくるこれからの季節は、風邪

やインフルエンザなどが流行しやすくなりま

す。うがいや手洗いなどの予防対策を徹底する

とともに、日ごろから免疫力や抵抗力をアップ

させ、ウイルスを寄せつけない丈夫な体づくり

を心がけなければなりません。

　そのために重要なのは１日３食、栄養バラン

スのよい食事をしっかり食べることです。

　特に、風邪の予防に欠かせないのがたんぱく

質、ビタミンＡ、ビタミンＣです。

　たんぱく質は、体を温め寒さに対する抵抗力

を高めるために必要です。また、病気に対する

抵抗力や治癒力も高める働きがあります。

　ビタミンＡは、のどや鼻の粘膜を丈夫にし、

風邪をひきにくくします。

　ビタミンＣは、免疫力を高め、風邪を予防し

回復を早めてくれます。寒い季節はビタミンＣ

気に笑
って

健康
え び の

の消耗も激しくなるのでしっかり補い、寒さに

対する抵抗力をつけましょう。

　旬を迎えた野菜は、最もおいしく、含まれる

栄養価も時期はずれのものと比べるとぐっと高

くなっていますので、冬野菜たっぷりの食事が

おすすめです。

　これらの食品を毎日の食事で積極的にとるよ

うに心がけましょう。 

　また、風邪のひきはじめには、体を温めるこ

とが第一です。ショウガやニンニク、ネギなど

の香味野菜には発汗作用や解熱効果、体をぽか

ぽか温めてくれる作用がありますのでこれらを

たっぷり使用したスープ、寄せ鍋などを取り入

れてみてはいかがでしょうか？

　これからまだまだ寒くなりますので、しっか

り食べて風邪に負けない丈夫な体をつくりま

しょう。

『恐竜はなぜ鳥に進化したのか』

　本書の原題「Out　of　Thin　Air」とは、
直訳すると「薄い大気の中から〔進化した〕」
というような意味です。
　大気の酸素濃度の変化が地球上の生物の
絶滅や進化にいかに影響を及ぼし、なぜ、
かつて恐竜が存在し、今、鳥類が存在する
のかの理由を理解できる本です。
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　市制 40 周年記念式典で写真を撮る難しさを痛感しまし
た。文化センターホールなど、少し暗いところでの写真撮
影は本当に難しかったです。係長にアドバイスをもらいな
がらも、これといった写真を撮ることができませんでした。
もっとカメラ、写真の撮り方について勉強しなくては・・・。
　今年もあとわずかです。4 月から広報を作るようになり、
9 か月が過ぎました。あっという間の 9 か月でした。来年
も頑張っていきたいと思いますので、よろしくお願いしま
す。（川野）

短
　

歌
俳
　

句

詩

ピーター・Ｄ・ウォード／著
（株式会社文藝春秋）

（
自
註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■後藤栄養士（健康保険課）寒さに負けない食生活を

～まずは、「聞く姿勢」から～

固定資産税　　　　　　第 3 期
国民健康保険税　　　　第 6 期
後期高齢者医療保険料　第 6 期
介護保険料　　　　　　第 5 期
12 月 27 日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,039 人（－ 5 人）
　女性／ 11,398 人（－ 10 人）
　合計／ 21,437 人（－ 15 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,183 世帯（－ 3 世帯）

（平成 22 年 12 月１日現在）

転入／ 52 人
転出／ 47 人
出生／ 11 人
死亡／ 31 人

活気が出る様な気がします。
　そのためには、まず「聞く姿勢」ができているかど
うかが、男女共同参画においてもまちづくりにおいて
も一番大事な共通の課題ではないでしょうか。
　そこから、相手の意見を尊重し、お互いを励まし、
結果的には相手を思いや
る気持ちが持てると思い
ます。
　そして、私たちの姿を
子どもたちに示し、今よ
りもみんな（男女）で、
共に楽しく町を元気にす
るために、協力し合える
環境になればと願いま
す。

　えびの市商工会青年部長の豊田寧仁です。
　私が思う男女共同参画とは、老若男女問わずお互い
の意見や思いを受け入れる事から始まるものだと思い
ます。
　人はそれぞれ個性があり、考え方や性格など全く違
う反面、話を最後まで聞いてみれば共感できたり、共
通の意識が持てたりと少なからず皆さんにも経験があ
るのではないでしょうか。そこに、男女の垣根はあり
ません。
　私は、微力ながら地域の活性につながる事を仲間と
一緒に取り組んでいます。残念ながら、その場には、
女性の方はほとんどいません。
　個人的に私は、女性だけの意見や構想を男性が実現
に向けてサポートするといった方法や、女性ならでは
の柔軟な感性をまちの活性化に結びつけた方が、より

えびの市商工会
青年部部長　豊田寧仁
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神
社
も
幾
度
か
改
修
さ
れ
、
瓦
屋

根
に
な
っ
た
の
は
昭
和
の
初
め
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
六
一
年
五
月
中
旬
に
改
築
さ

れ
、現
在
の
神
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
祭
日
は
、
年
の
瀬
の
一
二
月

十
五
日
で
す
。
こ
の
日
は
、
神
社
で

大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
銅
鏡
が
参

拝
者
に
一
般
公
開
さ
れ
る
唯
一
の
機

会
で
す
。

　
「
昔
は
、
例
祭
日
に
『
日
の
数

だ
け
』
と
言
っ
て
小
さ
い
も
ち
を

三
百
六
十
五
個
、
自
家
菜
園
で
と
れ

た
野
菜
・
赤
飯
を
供
え
、
盛
大
な
祭

り
が
あ
り
ま
し
た
。
祭
り
が
終
わ
る

と
ソ
バ
を
よ
く
食
べ
た
記
憶
が
あ

る
」
と
古
老
の
話
で
す
。

　

熊
野
神
社
は
、
有
史
以
前
か
ら
の

自
然
信
仰
の
聖
地
で
あ
っ
た
熊
野

（
和
歌
山
県
）
に
成
立
し
た
熊
野
三

山
（
熊
野
本
宮
大
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、
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野
速
玉
大
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、
熊
野
那
智
大
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の
祭
神
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神
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こ
と
で
す
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せ
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と
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れ
て
い
ま
す
。

　

熊
野
神
社
の
数
は
、
全
国
で
三
千

社
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に
も
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
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熊
野
三
所
権
現
社
の
修
験
者
が

日
向
、
薩
摩
、
大
隅
を
巡
り
熊
野
神

の
信
仰
を
広
め
ま
し
た
。
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神
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か
所

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
上
江
字

村
脇
の
熊
野
神
社
で
す
。
由
緒
創
建

は
不
詳
で
す
。
現
在
は
、
氏
神
と
し

て
地
区
民
か
ら
崇あ

が

め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ご
神
体
は
、
銅
鏡
（
銅
鏡
菊
花
双

雀
鏡
、室
町
時
代
作
）、懸け
ん
ぶ
つ仏

二
面
は
、

阿
弥
陀
三
尊
像
で
金
銅
製
。
円
形
の

懸
仏
光
背
も
金
銅
板
金
製
で
す
。

　

ま
た
、
境
内
に
は
石
碑
が
二
基
あ

り
ま
す
。

　

一
つ
の
石
碑
は
、「
奉
一
仏
将
軍

地
蔵
菩
薩
造
立
供
養
」「
寛
政
十
三

歳
酉
三
月
」（
一
八
〇
一
年
）、「
前

藤
元
丹
波
塔
之
前
正
立
」「
施
主
藤

元
正
右
衛
門
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
奉
御
祈
祷
熊
野

拾
弐
社
大
権
現
」、「
延
享
二
年
乙
丑

（
一
七
四
五
年
）
十
一
月
吉
祥
日
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
基
と
も
石

碑
と
し
て
は
古
い
も
の
で
す
。

　

神
殿
は
、
室
町
様
式
を
残
し
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
だ
れ
が

建
て
た
の
か
そ
の
由
緒
は
謎
で
す
。

上江字村脇にある熊野神社

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


